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080-1729-1631

果　樹

　先月の台風１８号は天草については園地の被害はありませんでしたが、台風後に各地においてカメムシの異常発生が見られます。
園地でカメムシが確認されましたら早急に防除をお願いします。
　温州みかんの収穫に伴い、農薬の使用については収穫前日数、使用倍数等の確認をお願いします。
　中晩柑においては今月から肥大が緩慢となり、成熟期に入ってきます。今後は果実分析を定期的行い適期管理に努めましょう。
１．病害虫防除
　毎年極早生の収穫時期になりますと、カメムシ・ヤガ等の発生が見られますので、ご注意をお願いします。

対象品種 対象病害虫 薬剤名 希釈倍数
収穫前日数 使用回数

備考
温州 中晩柑 温州 中晩柑

温州みかん 貯蔵病害
ベンレート水和剤 １，５００倍 前日 前日 ４回以内 ２回以内 １回目
ベフラン液剤２５ ２，０００倍 前日 前日 ２回以内 ３回以内 ２回目

全品種 黒点病 ナティーボフロアブル １，５００倍 前日 ３回以内
全品種 褐色腐敗病 アリエッティ水和剤 ５００倍 前日 ３回以内
中晩柑 黒点病、褐色腐敗病 ストロビードライフロアブル ２，０００倍 １４日前 ３回以内

全品種 カメムシ
スタークル顆粒水溶剤 ２，０００倍 前日 ３回以内

発生時
Ｍｒ．ジョーカー水和剤 ２，０００倍 １４日前 ２回以内

　ハダニ発生時は下の農薬で対応下さい。薬剤抵抗性回避の為年１回の散布とし、スターマイトを使われている場合は、コロマイ
トで対応をお願いします。

薬剤名 希釈倍数 収穫前日数
スターマイトフロアブル ２，０００倍 ７日前まで
ダニコングフロアブル ２，０００倍 前日まで
コロマイト水和剤 ２，０００倍 ７日前まで

２．温州みかん着色促進及び浮皮軽減
時　　期 薬剤及び希釈倍数

１回目 １０月上～中旬（２～３分着色時） 　　　サルファ―ゾル　　　４００倍
加用　シリカブロー　　１，０００倍

２回目 １０月中～１１月上旬（５～６分着色時） 　　　サルファ―ゾル　　　４００倍加用　シリカブロー　　１，０００倍

３．河内晩柑の落果対策
　落果防止効果を高める為、果実のへた部分に良くかかるよう丁寧に散布を行いましょう。
　また、落果の一因として寒波が挙げられますので、寒波が来る前に散布を徹底して下さい。

時　　期 薬剤及び希釈倍数
１～２分着色時 ターム水溶剤　　１，０００倍
４～５分着色時 マデックＥＷ　　２，０００倍

４．収穫後対策（極早生温州みかん）
　収穫が終わりましたら、チッ素主体の葉面散布を行い樹勢回復に努めましょう。
時　　期 方　　法 薬剤及び希釈倍数

収穫後
葉面散布 アミノジューシー　Ｎ１４　又は　尿素　　５００倍　又は神協スピリッツ５００倍
お礼肥 ハイヤ１号
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抑制かぼちゃ今後の管理 宮内　勝幸
上島営農指導センター
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畜
産 牛代用乳の銘柄集約について 井上　正一

黒毛牛検定センター
080-1729-1626

畜　産

　牛代用乳については現在７銘柄が供給されておりますが、平成２９年１０月より５銘柄に集約されます。主な内
容としては標準銘柄の２銘柄（モー特ミルク０２Ｓ・ＶミルクＯ２Ｓ）が集約され、新規標準銘柄として「ミルフィッ
ト」に、高たんぱく銘柄の２名柄（ミルダッシュ・和牛代用乳みるくんＶＯ２Ｓ）が集約され新規高たんぱく銘柄「ミ
ルダッシュ」が供給されます。　　　　　
　成分につきましては下記の一覧表に記載しておりますので、検討していただき新銘柄への変更をお願いします。

１.肥培管理
　大玉果を生産するには約 28枚程度葉数が必要となり
ます。
　追肥は、着果節位の雌花が開花直前に行い、２回目
は着果確認後施用します。
　追肥位置は、株元及び着果節周辺に行います。

２.交配
　着果位置は、１本仕立ての場合は 10 ～ 15 節に着果
させます。２本仕立てでは、10節以降に着果させます。
　下段着果は、小玉につながるので株元周辺の果実は
必ず摘果しましょう。交配の時間は、授粉率を高めるた
めに午前９時頃までに終えます。　

３.整枝・摘果
　１番果がソフトボール程度に肥大したら、「1蔓 1果」
に摘果し、シートの設置を行います。また、日焼け防止
の為、新聞紙や藁などで日よけをします。
　着果節位から本葉 15～ 20 枚以上を残し早めに摘芯
します。また、着果節位以降の側枝は、　原則取り除く
が先端の２～３本は必ず残します。

４.病害虫防除
害虫
農薬名 使用倍数 使用時期 使用回数 対象害虫

トリガード液剤 1000 倍 収穫前日 3回 ハモグリバエ

カスケード乳剤 2000 倍 収穫前日 3回 ハモグリバエ

アファーム乳剤 2000 倍 収穫前日 ２回 スリップス

モスピラン水溶剤 4000 倍 収穫前日 ２回 アブラムシ

病害
　着果時期又は朝夕涼しくなってくる
とうどんこ病の発生が見えはじめます。

農薬名 使用倍数 使用時期 使用回数 対象病害

トリフミン水和剤
3000～
5000 倍

収穫前日 5回 うどんこ病

ストロビーフロアブル 3000 倍 収穫前日 3回 うどんこ病・べと病
イオウフロアブル 500倍 収穫前日 制限なし うどんこ病
ダコニール 1000 1000 倍 収穫 7日前 3回 うどんこ病・べと病
Ｚボルドー 500倍 収穫前日 制限なし べと病・疫病

※うどんこ病が発生した場合は、薬量を多めにしてたっぷり洗い流すよ
うに散布してください。

※日中の高温時（30℃以上になる時）には薬剤の散布を避けてください

５.収穫
　交配後、45日（積算温度 900℃）程度を目安に収穫
します。
　交配日が幅広い所については、分けて収穫を行います。
　収穫後、生り口を短く切り返し、１週間程度陰干し乾
燥させた後、布でよく拭きあげます。
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